
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22 年 5 月 27 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究では、健常高齢ドライバーと脳損傷ドライバーを対象に、光トポグラフィを用いて客

観的に運転安全性の評価を行うことを目的とした。その結果、軽度のアルツハイマー病患者に

おいては、危険場面を疑似運転中に、ブレーキ反応の遅延とともに、前頭葉の活動性低下をみ

たケースでは、運転リスクが高いと考えられた。また、有効視野計測（UFOV）の手法に go/no-go

課題を加えた独自の課題（VFIT）を用いた検討では、健常高齢ドライバーにおいて、運転頻度

と VFITとの成績に相関があることが示された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
It is important to appropriately evaluate the driving performance of elderly persons. Near-infrared 

spectroscopy (NIRS) was employed to investigate differences of brain function between individuals 

with Alzheimer’s disease and healthy elderly controls while they were being tested using a driving 

simulator. Changes of the oxyhemoglobin level in the prefrontal areas of each subject were 

measured by NIRS during a driving task (collision avoidance). Compared with healthy controls, the 

Alzheimer’s disease group showed a less prominent increase of oxyhemoglobin in the prefrontal 

cortex during the collision avoidance task. The correlation between delay in braking and changes of 

oxyhemoglobin was positive in the healthy controls and negative in the Alzheimer’s disease group, 

suggesting that a task-related prefrontal increase of oxyhemoglobin has different implications under 

normal and pathological conditions. NIRS is a potentially useful tool for real-time monitoring of 

prefrontal activity during simulated or actual driving. 
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１．研究開始当初の背景 
65 歳以上の高齢自動車免許保有者が 1000

万人以上となった今日の日本においては、高
齢ドライバーや認知症ドライバーの運転安
全性を的確に評価することは急務である。運
転安全性を的確に評価する指標はまだ十分
に確立されていない。 

 
２．研究の目的 
本研究は、健常高齢ドライバーと脳損傷ド

ライバーを対象に、光トポグラフィを用いて
客観的に運転安全性の評価を行うことを目
的とした。 

 
３．研究の方法 
(1). NIRS: 昭和大学東病院・精神神経科外
来において、52チャンネルの光トポグラフィ
装置と運転シミュレータ Teddyを用いて、高
齢健常者計 64 人、軽度の認知症患者 14 人、
軽度認知障害（MCI）患者 8 人、頭部外傷や
脳血管障害による高次脳機能障害の患者 22
人を対象に、安全場面走行中と危険場面走行
中、さらに安全場面走行中と安静時とを比較
した。 
(2). UFOV: 有効視野計測（UFOV）の手法に
go/no-go 課題を加えた独自の課題を VFITと
命名し、(1)と同じ対象被験者に実施した。 
(3). 運転と認知機能研究会: 本研究と関連
して、研究代表者を中心に第 1回・第 2 回の
「運転と認知機能研究会」を昭和大学で開催
した。 
 

４．研究成果 
(1). NIRS: 軽度アルツハイマー病患者にお
いては、危険場面を疑似運転中にブレーキ反
応の遅延と反応強度の低下を認めた（Fig.1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 アルツハイマー病(AD)と健常高齢者
(HC)における危険場面でのブレーキ反応 

また、危険場面を疑似運転中、アルツハイ
マー病患者においては健常高齢者に比べて
前頭葉の活動性低下（前頭前野の酸化ヘモグ
ロビン増大の不良）を認めた（Fig.2）。危険
場面において、ブレーキ反応の遅れと前頭前
野の酸化ヘモグロビン増大の不良をみたケ
ースは運転リスクが高いと考えられた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.2 健常高齢者(HC)に比してアルツハイ
マー病(AD)では前頭前野の酸化ヘモグロビ
ン増大が乏しい（カラードット: 有意差） 
 
(2). UFOV:  

健常高齢ドライバーに関しては、運転頻度
と VFITとの成績に相関があることが示され
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
(3). 運転と認知機能研究会:  
第 1 回（2008 年 11 月）・第 2 回（2009 年

11月）とも、約 150名の多職種の参加を得た。
活発な意見交換がなされ、この領域の関心の
高さがうかがわれた。また、平成 22 年 1 月
には、国土技術センター主催の「認知症高齢
者とまちづくり」シンポジウムが行われ、最
終的な本研究の成果の一部を認知症ドライ
バーの問題として総括報告した。 
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